
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の春の図書館見学会は、上野にある「国際こども図書館」に行ってきました 

関東地方が梅雨入りとなったこの日、あいにくの天候でしたが、参加したメンバーは 26名 

子どもの本に関わる素晴らしい施設と、歴史ある重厚な建築を存分に堪能してきました 

図書館見学会 

「国立国会図書館・国際子ども図書館」 

日にち 6月 10日(火曜) 

 

集まれ！交流の会 図書館見学会 

国立国会図書館 

国際子ども図書館 

  

 

 

 

 

図書館見学会は春と秋の年 2回、開催しています 

特徴ある話題の図書館や、近隣の公共図書館を訪問します 

 

子ども図書館の理念は「子どもの本は世界をつなぎ、未来を拓く！」 

2000（平成 12）年、国立国会図書館・国際子ども図書館は設立されました。 

次の３つの役割を担っているとのことです 

① 児童書専門の図書館 日本や外国の児童書を集めて、調べ物に役立てる 

② 子どもと本のふれあいの場 子どもに図書館や読書に親しむきっかけを作る 

③ 子どもの本のミュージアム 子どもに文化に親しむ場を提供する  

子ども図書館の前身は帝国図書館 

子ども図書館のレンガ棟は 1906（明治 39）年に帝国図書館として建てられました 

その後、1929（昭和 4）年に増築されたルネサンス様式の建物とともに、再生・利用されています

館内には、創建当時からの天井の鏝絵や大階段、木製の建具やシャンデリアなど、歴史を感じさせる

設備が数多く残されており、建築好きにもたまらない空間です 

 

館内の説明は図書館の職員さんにお願いしました 

天井の全面 LED で影が差さない「子どもの部屋」、世界の絵本と出会える「世界を知る部屋」

100万冊の本を収蔵できる書庫など、子ども図書館の隅々まで案内していただきました 

どうもありがとうございました 

 
大階段 ケヤキ材の扉 シャンデリア アーチ型の開口部 


